
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

１１月１４日『県民の日』、埼玉県生誕１５０周年『彩の国・埼玉、再発見！』特集） 
１８７１年（明治４年）、廃藩置県が施行され３府３０２県が誕生しました。埼玉県の誕生です。当時は、県庁 

は岩槻にあり、足立郡・葛飾郡の一部の埼玉県と川越を県庁とする入間県（入間、比企、秩父等の地方）、 

熊谷県に分かれていたそうです。因みに坂戸小学校が開校したのが２年後の１８７３年（明治６年）です。１８７６ 

年（明治９年）に県の統廃合が行われ、ほぼ現在の県域が定まりました（人口 889,000人余）。私たちの暮らす 

埼玉県。学校でも学習しましたが、意外に知らないこともあるのでは。そこで今回は『彩の国・埼玉、再発見！』特集とし、埼玉県

をクイズ形式にしてみました。是非、ご家庭でお子さんと話題にしていただき、埼玉県をより身近に感じていただければと思います。 

【『彩の国・埼玉県クイズ』私たちの郷土・埼玉をより身近に感じてみませんか！】  

【Ｑ．１】 埼玉県章に描かれているものは？（（ヒント：古代人が装飾品などとして大切にしたもの。県名の 

由来、「幸魂（さきみたま）」の「魂」は「玉」の意味。デザインは「太陽」「発展」「情熱」「力強さ」を表す。） 

【Ｑ．２】 埼玉県の『県民の鳥』は？（ヒント：ハト科に属し、やや小型で尾が長く、首の黒い横線があるの 

が特徴。国内では、主に埼玉県の東部地域を中心に生息し、国の天然記念物にも指定されている。） 

【Ｑ．３】 埼玉県の『県の花』は？（ヒント：サクラソウ科に属する多年草で、川のほとりや野原に自生し、 

春先にハート型の花びらを咲かせる。田島ヶ原の自生地は、国の特別天然記念物に指定。） 

【Ｑ．４】 埼玉県の『県の木』は？（ヒント：ニレ科の落葉樹で春に新しい葉とともに、薄い黄緑色の小さ 

な花を開く。坂戸小のシンボルツリーでもあり、正門前にそびえたっている木。） 

【Ｑ．５】 埼玉県の『県の蝶』は？（ヒント：シジミチョウ科に属し、ハンノキなどの葉を食べる。ハンノキ 

が幅広く分布している県内に広く生息。大きさは約４cm。夏、羽をキラキラと緑色に輝かせて飛ぶ。） 

【Ｑ．６】 埼玉県の『県の魚』は？（ヒント：トビウオ科の淡水魚。大きさは、４～６cm。清く澄んだ小川に 

生息。現在は、熊谷市の元荒川上流部でしか見られなくなっている。県の天然記念物に指定。） 

【Ｑ．８】 埼玉ゆかりの偉人。１７４６年（延享３年）に保木野村、現在の本庄市に生まれる。７歳で病のた 

め失明し、１２歳で母を亡くす。１５歳の時に江戸へでて、学問の道を志す。１７７９年（安永８年）から、 

全国に散らばっていた多くの古い記録や史料を集めて分類、整理を４１年間に渡って行ったものが、 

『群書類従』。ヘレン・ケラーから、「私の人生の目標とした人であり、心の支え」と言われた。 

【Ｑ．７】 埼玉県ゆかりの偉人。１８４０年（天保１１年）に血洗島村、現在の深谷市 

に生まれる。常に「論語」を処世の基本理念として、道徳経済合一説を唱え、第 

一国立銀行をはじめ、鉄道・製紙・造船など５００社にものぼる企業の設立・育成 

に関わる。また、福祉や教育などの社会事業にも熱心に取り組み、６００余りの 

社会事業に力を注いだ。「日本資本主義の父」とも呼ばれ、２０２４年から使用さ 

れる予定の新１万円紙幣の顔にもなる。 

【Ｑ．９】 埼玉県ゆかりの偉人。１８５１年（嘉永４年）に俵瀬町、現在の熊谷市に生 

まれる。東京の病院に入院し、婦人科の治療を受けたことがきっかけで、女性 

医師の必要性を痛感し、医師を目指して勉学に励む。認可されていなかった女 

性の医師開業の道を拓き、日本で最初の公認の女性医師となる。開業医として 

治療にあたるとともに、女性の地位向上や衛生知識の普及にも大きく貢献した。 

【学校教育目標】 
○やさしく  （徳） 

○かしこく  （知） 

○たくましく （体）  
 

 学校経営方針 「明るく 元気に 爽やかに すべての対応を親身になって丁寧に」 
令和３年１１月１２日  
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１５０周年は、郷土・埼玉を見つめ直す格好の機会。郷土の

伝統や文化を皆で再発見し、教育基本法第２条にもある、自

国や郷土への愛を育むことで、他国の伝統や文化を尊重し、

国際社会の平和と発展に寄与する人材を育成していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料は、「家庭用『彩の国の道徳』」、埼玉県 HP等より抜粋したものです。 

 ≪ 夢道場・ほっとニュース ≫ 

「相手の立場を考えて行動する 

心や思いやりの心、生命の尊さ、 

感謝の気持ちを育てる」等、人権 

尊重の意識を子供たちに身につけ 

させることを目的に、今年度も法 

務省・人権擁護委員会から『人権 

の花』としてパンジー苗とナチュレ 

苗が 140ポットずつ贈られました。 

秋晴れの中、学校応援団の皆さん 

と緑化委員の児童たちが一生懸命 

に花植え作業を行ってくれました。 

『人権の花』の意義を大切に、今後 

もより一層、思いやり溢れる学校づくりを推進していきます。 

５年生の社会科見学として実施 

している自動車製造工場への訪問。 

今年度はオンライン形式で行いまし 

た。群馬県のスバル自動車工場の 

ご協力により、自動車製造の工程 

の様々な様子を画面で見学。教科 

書や資料だけでは分からなかったことを直接学ぶことができま

した。最後の質問コーナーでも、児童たちの質問に所員の方

が丁寧にお答えくださり、とても有意義な学習となりました。 

４年生が、坂戸西清掃センター 

へ社会科見学に出かけました。 

家庭をはじめ、様々な場所から出 

た大量のゴミの収集や処理される 

工程、働く方々の姿を直に見学し 

ました。４年生は、職員の方々の 

説明に真剣に耳を傾けながら、ゴミ処理施設の重要性、

さらには環境保全の大切さまで思いを寄せていました。 

（清掃センターの職員の方々から、坂戸小４年生の見学マナ

ーの良さを褒められました。とても嬉しかったです！） 

６年生がリーダーとなり、全校一 

斉の縦割りグループで遊び等の交 

流を図り、学年を超えて親睦を深め 

る『フレンドタイム』。長期間自粛して 

いましたが、この度再開。ロングの休 

み時間に、全校児童が各グループ 

に分かれ、楽しそうに遊びに集中していました。校庭中に６色

の帽子が入り交じり、沢山の笑顔が溢れる姿は壮観でした。 
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